
新版 足場の組立て等作業従事者必携 
特別教育用テキスト  

＜新旧対照表＞ ６版 令和８年８月 17 日 
【補足事項】※「旧版」から「新版」への文章の修正・追加・削除部分は、下線部を参照してください。 

※誤字・脱字および奥付等の軽微な修正は割愛します。 

（旧版） 5 版（令和 7 年 4 月 25 日） （新版） 6 版（令和 8 年 8 月 17 日） 

【表記・用語の統一】 

建設現場、現場、工事現場、建設工事現場 作業所 

現場監督 監督者 

関係労働者、作業員 作業者 

または 又は 

安全帯 墜落制止用器具（安全帯） 
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No.120306 

 
  

（旧版） 5 版（令和 7 年 4 月 25 日） （新版） 6 版（令和 8 年 8 月 17 日） 

頁 箇所 内 容 頁 箇所 内 容 

表紙  （赤枠を修正） 表紙   

  

まえ

がき 

下から 

2行目 

（下線部を削除） 

令和 6年 2月 

まえ

がき 

下から 

2行目 

（削除） 

目次 

最終

頁 

下部 

波線枠 

 

目次 

最終

頁 

下部 

波線枠 

削除 

5 図1-2 （赤枠を修正） 5 図1-2  
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（旧版） 5版（令 和 7年 4月 25日 ） （新版） 6版（令 和 8年 8月 17日 ） 

20 表3-6 つりわくは、つり材、けた材及び手すり柱よ

り構成されたもので、専用の取付けボルトで

鉄骨梁等に取り付ける。 

（下線部を修正） 

20 表3-6 つりわくは、つりわく材、けた材及び手すり

柱より構成されたもので、専用の取付けボル

トで鉄骨梁等に取り付ける。 

22 表 3-10 （赤枠を修正） 22 表 3-10  

 

 

 

 

 

 

27 下から 

2行目 

② 親綱支柱に直接安全帯のランヤードのフ

ックを掛けたり、安全ブロックを取り付けて

の使用は、安全性が確認されている場合を除

き行わない。 

27 下から 

2行目 

② 親綱支柱に直接、墜落制止用器具（安全

帯）のランヤードのフックを掛けたり、安全

ブロックを取り付けての使用は、安全性が確

認されている場合を除き行わない。 

28 イラスト （赤枠を修正） 28 イラスト  

  

40 表 （表色付） 

 

40 表  

 

44 下から 

3行目 

② 建地の桁行方向は敷板がなく、脚部の滑

動があることから根がらみを設ける。また、

梁間方向も同様に脚部の滑動があることから

根がらみを設ける。 

44 下から 

3行目 

② 建地の桁行方向は同じ敷板上で固定され

ていないため、脚部の滑動があることから根

がらみを設ける。また、梁間方向も同様に脚

部の滑動があることから根がらみを設ける。 

48 図 4-31 （ルビ付け） 

 

48 図 4-31  
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（旧版） 5版（令 和 7年 4月 25日 ） （新版） 6版（令 和 8年 8月 17日 ） 

49 図 4-32 （青線に修正） 

 

49 図 4-32  

 

56 枠 （青線に修正） 56 枠  

  

60 上から 

2行目 

① 地上での組立てを終了した後、ボルト、

緊結金具等の締付け状態を、ハンマーたたく

などにより確認する。 

60 上から 

2行目 

① 地上での組立てを終了した後、ボルト、

緊結金具等の締付け状態を、ハンマーでたた

くなどにより確認する。 

62 図 4-49 （赤枠を修正） 62 図 4-49  

  

62 図 4-50 （赤枠を修正） 62 図 4-50  
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（旧版） 5版（令 和 7年 4月 25日 ） （新版） 6版（令 和 8年 8月 17日 ） 

69 図 4-60 （青枠＆破線に修正）（赤枠を修正） 69 図 4-60  

  

78 下から 

1行目 

（文言修正） 

監視員 

78 下から 

1行目 

 

監視人 

79 図 2-2 （青線に修正） 79 図 2-2  
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（旧版） 5版（令 和 7年 4月 25日 ） （新版） 6版（令 和 8年 8月 17日 ） 

96 表 3-1 （文言追加） 96 表 3-1  

  

97 上から 

8行目 

④ 高所で使用するレンチ、スパナ類は、使

用中に誤って落とさないよう、ひもを付け

る。 

（下線部を修正） 

97 上から 

8行目 

④ 高所で使用するレンチ、スパナ類は、使

用中に誤って落とさないよう、落下防止スト

ラップを付ける。 

105 図 1-1 （青線に修正） 105 図 1-1  

  

107 図 1-2 （青線に修正） 107 図 1-2  
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（旧版） 5版（令 和 7年 4月 25日 ） （新版） 6版（令 和 8年 8月 17日 ） 

108 図 1-3 （青線に修正） 108 図 1-3  

  

108 図 1-4 （青線に修正） 108 図 1-4  

  

112 写真 1-2 （青線に修正） 112 写真 1-2  

  

120 留意点 

枠 

（青線に修正） 120 留意点 

枠 
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（旧版） 5版（令 和 7年 4月 25日 ） （新版） 6版（令 和 8年 8月 17日 ） 

125 図 3-7 （青帯に修正） 125 図 3-7  

  

127 図 3-8 （青枠＆画像モノクロに修正） 127 図 3-8  

  

128 図 3-9 （青枠に修正） 128 図 3-9  
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（旧版） 5版（令 和 7年 4月 25日 ） （新版） 6版（令 和 8年 8月 17日 ） 

131 図 3-10 （青枠に修正） 131 図 3-10  

  

132 上から 

5行目 

一般的な作業では、綿製の手袋（軍手）が使

用されているが、玉掛けワイヤロープ等の鋼

材等を取り扱う場合はかわ手袋、 

（下線部を追加） 

132 上から 

5行目 

一般的な作業では、綿製の手袋（軍手）が使

用されているが、玉掛けワイヤロープ等の鋼

材等を取り扱う場合は、かわ手袋、 

 

135 上から 

12 行目 

（青枠に修正） 135 上から 

12 行目 

 

  

138 イラスト （矢印青色に修正） 138 イラスト  

  

139 イラスト （青色に修正） 139 イラスト  
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（旧版） 5版（令 和 7年 4月 25日 ） （新版） 6版（令 和 8年 8月 17日 ） 

141 イラスト （青色に修正） 141 イラスト  

  

142 イラスト （青色に修正） 142 イラスト  

  

143 イラスト （青色に修正） 143 イラスト  

  

144 イラスト （青色に修正） 144 イラスト  
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（旧版） 5版（令 和 7年 4月 25日 ） （新版） 6版（令 和 8年 8月 17日 ） 

145 イラスト （青色に修正） 145 イラスト  

  

146 イラスト （青色に修正） 146 イラスト  

  

147 イラスト （青色に修正） 147 イラスト  

  

150 上から 

17 行目 

第4条 

労働者は、労働災害を防止するため必要な事

項を守るほか、事業者その他の関係者が実施

する労働災害の防止に関する措置に協力する

ように努めなければならない。 

（下線部を修正） 

150 上から 

17 行目 

第4条 

労働者及び労働者以外の者で労働者と同一の

場所において仕事の作業に従事するものは、

労働災害を防止するため必要な事項を守るほ

か、事業者その他の関係者が実施する労働災

害の防止に関する措置に協力するように努め

なければならない。 
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（旧版） 5版（令 和 7年 4月 25日 ） （新版） 6版（令 和 8年 8月 17日 ） 

151 上から 

10 行目 

第26条 

労働者は、事業者が第20条から第25条まで及

び前条第1項の規定に基づき講ずる措置に応

じて、必要な事項を守らなければならない。 

（下線部を修正） 

151 上から 

10 行目 

第26条 

労働者及び労働者と同一の場所において仕事

の作業に従事する労働者以外の作業従事者

は、事業者が第20条から第25条まで及び前条

第1項の規定に基づき講ずる措置に応じて、

必要な事項を守らなければならない。 

151 上から 

13 行目 

第27条 

第20条から第25条まで及び第25条の2第1項の

規定により事業者が講ずべき措置及び前条の

規定により労働者が守らなければならない事

項は、厚生労働省令で定める。 

（下線部を修正） 

151 上から 

14 行目 

第27条 

第20条から第25条まで及び第25条の2第1項の

規定により事業者が講ずべき措置及び前条の

規定により労働者及び労働者と同一の場所に

おいて仕事の作業に従事する労働者以外の作

業従事者が守らなければならない事項は、厚

生労働省令で定める。 

151 上から 

24 行目 

第31条（注文者の講ずべき措置） 

特定事業の仕事を自ら行う注文者は、建設

物、設備又は原材料（以下「建設物等」とい

う。）を、当該仕事を行う場所においてその

請負人（当該仕事が数次の請負契約によつて

行われるときは、当該請負人の請負契約の後

次のすべての請負契約の当事者である請負人

を含む。第31条の4において同じ。）の労働

者に使用させるときは、当該建設物等につい

て、当該労働者の労働災害を防止するため必

要な措置を講じなければならない。 

（下線部を修正） 

151 上から 

26 行目 

第31条（注文者の講ずべき措置） 

特定事業の仕事を自ら行う注文者は、建設

物、設備又は原材料（以下「建設物等」とい

う。）を、当該仕事を行う場所においてその

請負人（当該仕事が数次の請負契約によつて

行われるときは、当該請負人の請負契約の後

次の全ての請負契約の当事者である請負人を

含む。）に係る作業従事者（労働者及び労働

者と同一の場所において仕事の作業に従事す

る労働者以外の作業従事者に限る。）に使用

させるときは、当該建設物等について、労働

災害を防止するため必要な措置を講じなけれ

ばならない。 

152 上から 

1行目 

〈別表第2〉（第42条関係） 

1～14 省略 

15 保護帽 

（下線部を削除） 

152 上から 

1行目 

削除 
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（旧版） 5版（令 和 7年 4月 25日 ） （新版） 6版（令 和 8年 8月 17日 ） 

152 上から 

17 行目 

第62条の2（高年齢者の労働災害防止のため

の措置）を追加 

152 上から 

15 行目 

第62条の2（高年齢者の労働災害防止のため

の措置）事業者は、高年齢者の労働災害の防

止を図るため、高年齢者の特性に配慮した作

業環境の改善、作業の管理その他の必要な措

置を講ずるように努めなければならない。 

2  厚生労働大臣は、前項の事業者が講ずべ

き措置に関して、その適切かつ有効な実施を

図るため必要な指針を公表するものとする。 

3  厚生労働大臣は、前項の指針に従い、事

業者又はその団体に対し、必要な指導、援助

等を行うことができる。 

159 上から 

7行目 

第522条（悪天候時の作業禁止） 

事業者は、高さが２メートル以上の箇所で作

業を行なう場合において、強風、大雨、大雪

等の悪天候のため、当該作業の実施について

危険が予想されるときは、当該作業に労働者

を従事させてはならない。 

（下線部を修正） 

159 上から 

7行目 

第522条（悪天候時の作業禁止） 

事業者は、高さが2メートル以上の箇所で作

業を行なう場合において、強風、大雨、大雪

等の悪天候のため、当該作業の実施について

危険が予想されるときは、当該作業を行わせ

てはならない。 

159 上から 

14 行目 

第 526条（昇降するための設備の設置等） 

事業者は、高さ又は深さが1.5メートルをこ

える箇所で作業を行なうときは当該作業に従

事する労働者が安全に昇降するための設備等

を設けなければならない。ただし、安全に昇

降するための設備等を設けることが作業の性

質上著しく困難なときは、この限りでない。 

2 前項の作業に従事する労働者は、同項本

文の規定により安全に昇降するための設備等

が設けられたときは、当該設備等を使用しな

ければならない。 

（下線部を修正） 

159 上から 

14 行目 

第526条（昇降するための設備の設置等） 

事業者は、高さ又は深さが1.5メートルをこ

える箇所で作業を行なうときは当該作業に従

事する労働者が安全に昇降するための設備等

を設けなければならない。ただし、安全に昇

降するための設備等を設けることが作業の性

質上著しく困難なときは、この限りでない。 

2 前項の作業に従事する者は、同項本文の

規定により安全に昇降するための設備等が設

けられたときは、当該設備等を使用しなけれ

ばならない。 

 

160 上から 

5行目 

第530条（立入禁止） 

事業者は、墜落により労働者に危険を及ぼす

おそれのある箇所に関係労働者以外の労働者

を立ち入らせてはならない。 

（下線部を修正） 

160 上から 

5行目 

第530条（立入禁止） 

事業者は、労働者が作業を行う場所のうち、

墜落により危険を及ぼすおそれのある箇所に

は、関係する作業従事者以外の者が立ち入る

ことについて、禁止する旨を見やすい箇所に

表示することその他の方法により禁止しなけ

ればならない。 



13 
 

  

（旧版） 5 版（令和 7 年 4 月 25 日） （新版） 6版（令 和 8年 8月 17日 ） 

161 下から

12行目 

第 552条（架設通路） 

2-2 前号の措置を講ずる箇所には、関係労働

者以外の労働者を立ち入らせないこと。 

（下線部を修正） 

161 下から

12行目 

第552条（架設通路） 

2-2 前号の措置を講ずる箇所に関係する作

業従事者以外の者が立ち入ることについて、

禁止する旨を見やすい箇所に表示することそ

の他の方法により禁止すること。 

163 下から 

8行目 

3-2 前号の措置を講ずる箇所には、関係労働

者以外の労働者を立ち入らせないこと。 

（下線部を修正） 

163 下から 

8行目 

3-2 前号の措置を講ずる箇所に関係する作

業従事者以外の者が立ち入ることについて、

禁止する旨を見やすい箇所に表示することそ

の他の方法により禁止すること。 

164 上から 

10 行目 

第 564条（足場の組立て等の作業） 

2 組立て、解体又は変更の作業を行う区域

内には、関係労働者以外の労働者の立入りを

禁止すること。 

（下線部を修正） 

164 上から 

11 行目 

第 564条（足場の組立て等の作業） 

2 組立て、解体又は変更の作業を行う区域内

に当該作業に関係する作業従事者以外の者が

立ち入ることについて、禁止する旨を見やす

い箇所に表示することその他の方法により禁

止すること。 

164 上から 

15 行目 

2 組立て、解体又は変更の作業を行う区域

内には、関係労働者以外の労働者の立入りを

禁止すること。 

（下線部を修正） 

164 上から 

16 行目 

2 組立て、解体又は変更の作業を行う区域

内に当該作業に関係する作業従事者以外の者

が立ち入ることについて、禁止する旨を見や

すい箇所に表示することその他の方法により

禁止すること。 

170 下から 

16 行目 

2-2 前号の措置を講ずる箇所には、関係労

働者以外の労働者を立ち入らせないこと。 

（下線部を修正） 

170 下から 

18 行目 

2-2 前号の措置を講ずる箇所に関係する作

業従事者以外の者が立ち入ることについて、

禁止する旨を見やすい箇所に表示することそ

の他の方法により禁止すること。 

170 下から 

6行目 

2 組立て、解体又は変更の作業を行う区域内

には、関係労働者以外の労働者の立入りを禁

止すること。 

（下線部を修正） 

170 下から 

7行目 

2 組立て、解体又は変更の作業を行う区域

内に当該作業に関係する作業従事者以外の者

が立ち入ることについて、禁止する旨を見や

すい箇所に表示することその他の方法により

禁止すること。 
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（旧版） 5版（令 和 7年 4月 25日 ） （新版） 6版（令 和 8年 8月 17日 ） 

172 上から 

3行目 

第653条（物品揚卸口等についての措置） 

注文者は、法第31条第1項の場合において、

請負人の労働者に、作業床、物品揚卸口、ピ

ツト、坑又は船舶のハツチを使用させるとき

は、これらの建設物等の高さが2メートル以

上の箇所で墜落により労働者に危険を及ぼす

おそれのあるところに囲い、手すり、覆
お お

い等

を設けなければならない。ただし、囲い、手

すり、覆
お お

い等を設けることが作業の性質上 

困難なときは、この限りでない。 

（下線部を修正） 

172 上から 

3行目 

第653条（物品揚卸口等についての措置） 

注文者は、法第31条第1項の場合において、

請負人に係る作業従事者に、作業床、物品揚

卸口、ピツト、坑又は船舶のハツチを使用さ

せるときは、これらの建設物等の高さが2メ

ートル以上の箇所で墜落により作業従事者に

危険を及ぼすおそれのあるところに囲い、手

すり、覆
お お

い等を設けなければならない。ただ

し、囲い、手すり、覆
お お

い等を設けることが作

業の性質上困難なときは、この限りでない。 

 

172 上から 

11 行目 

第655条（足場についての措置） 

注文者は、法第31条第1項の場合において、

請負人の労働者に、足場を使用させるとき

は、当該足場について、次の措置を講じなけ

ればならない。 

（下線部を修正） 

172 上から 

11 行目 

第655条（足場についての措置） 

注文者は、法第31条第1項の場合において、

請負人に係る作業従事者に、足場を使用させ

るときは、当該足場について、次の措置を講

じなければならない。 

173 上から 

1行目 

第655条の2（作業構台についての措置） 

注文者は、法第31条第1項の場合において、

請負人の労働者に、作業構台を使用させると

きは、当該作業構台について、次の措置を講

じなければならない。 

（下線部を修正） 

173 上から 

1行目 

第655条の2（作業構台についての措置） 

注文者は、法第31条第1項の場合において、

請負人に係る作業従事者に、作業構台を使用

させるときは、当該作業構台について、次の

措置を講じなければならない。 

174 表 （青帯に修正） 174 表  

  


